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悪
党
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六
一

悪
党
召
し
捕
り
に
つ
い
て
の
一
考
察

本
　
間
　
志
　
奈

は
じ
め
に

　

鎌
倉
末
期
に
多
発
し
た
悪
党
事
件
へ
の
本
所
・
幕
府
の
対
処
法
と

し
て
、
近
藤
成
一
氏
が
「
悪
党
召
し
捕
り
の
構
造（

（
（

」
を
提
唱
さ
れ
て

以
降
、
こ
の
説
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
本
所
が
悪
党
召
し

捕
り
に
六
波
羅
探
題
を
関
与
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
、
本
所
は
ま
ず

悪
党
召
し
捕
り
を
六
波
羅
探
題
に
命
じ
る
院
宣
（「
違
勅
院
宣（

（
（

」
と
呼

ぶ
）
を
獲
得
し
、
そ
の
院
宣
に
基
づ
き
六
波
羅
探
題
は
悪
党
召
し
捕

り
を
両
使
に
命
じ
る
御
教
書
（「
衾
御
教
書
」
と
呼
ぶ
）
を
発
給
す
る
、

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
を
「
悪
党
召

し
捕
り
の
構
造
」（
以
下
、「
構
造
」
と
略
記
す
）
と
名
付
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
近
藤
氏
は
、こ
の「
構
造
」は
鎌
倉
末
期
に
所
謂「
悪
党
訴
訟
」

が
頻
発
す
る
中
、
伏
見
天
皇
親
政
期
（
一
二
九
〇
～
一
二
九
八
年
）

に
お
い
て
成
立
し
た
と
さ
れ
、
本
所
一
円
地
に
お
け
る
「
悪
党
鎮
圧
」

と
い
う
公
武
双
方
の
共
通
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
生

み
出
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
近
藤
氏
は
、
こ
の
「
構
造
」
が
機
能
す
る
範
囲
を
本
所
一
円

地
と
限
定
さ
れ
て
い
る（

（
（

が
、
山
陰
加
春
夫
氏
に
よ
っ
て
、
本
所
一
円

地
で
あ
っ
て
も
違
勅
院
宣
の
発
給
な
く
、
悪
党
召
し
捕
り
が
行
わ
れ

て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ（

（
（

、「
構
造
」
だ
け
で
は
、
六
波
羅
探
題
の

悪
党
召
し
捕
り
を
充
分
に
説
明
し
き
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
主
に
近
藤
氏
の
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
悪
党
事

例
を
確
認
し
、
先
行
研
究
に
依
拠
す
る
所
は
多
い
が
、
悪
党
召
し
捕

り
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
「
構
造
」
は
い
つ
ど

の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
悪
党
と
は
、
近
藤
氏
同
様
「
幕
府
検

断
の
対
象
と
な
る
犯
罪
者（

（
（

」
で
あ
り
、
悪
党
と
の
表
記
が
な
く
と
も
、
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六
二

罪
状
が
所
謂
「
悪
党
訴
訟
」
の
そ
れ
と
同
様
と
判
断
で
き
る
も
の
も

含
め
る
。一　

「
構
造
」
成
立
以
前
の
対
悪
党
措
置

　

本
章
で
は
ま
ず
、
六
波
羅
探
題
設
置
か
ら
一
二
六
〇
年
代
に
至
る

時
期
の
悪
党
事
件
に
つ
い
て
取
り
上
げ
よ
う
。

　

１　

六
波
羅
探
題
設
置
直
後
の
悪
党
事
件

　

嘉
禄
年
間
（
一
二
二
五
～
一
二
二
七
年
）
に
起
き
た
大
和
国
豊
国

庄
と
同
国
八
条
庄
の
事
例
を
確
認
し
て
こ
う
。

　

豊
国
庄
の
事
件
の
経
緯
は
、
嘉
禄
三
（
一
二
二
七
）
年
八
月
日
付

け
の
豊
国
庄
新
補
地
頭
長
布
施
四
郎
重
康
の
申
状（

（
（

に
よ
る
と
、
お
お

よ
そ
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

承
久
の
乱
後
、
長
布
施
重
康
は
新
補
地
頭
と
し
て
豊
国
庄
地
頭
職

を
得
た
。
し
か
し
、同
地
を
没
収
さ
れ
た
前
下
司
刑
部
丞
行
季
が
「
多

武
峯
御
廟
守｣

と
称
し
て
、
当
該
地
へ
の
権
利
を
主
張
し
、
預
所
で

あ
る
興
福
寺
の
長
忠
五
師
や
御
墓
守
神
人
等
と
手
を
組
み
、
押
領
や

代
官
所
へ
の
乱
入
等
の
狼
藉
行
為
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
重

康
は
六
波
羅
探
題
の
御
教
書
を
得
て
、
氏
長
者
で
あ
る
近
衛
家
実
に

行
季
等
の
召
喚
を
命
じ
る
長
者
宣
の
発
給
を
求
め
、
対
決
を
目
指
し

た
が
、
行
季
等
は
出
頭
し
な
か
っ
た
。
以
降
も
行
季
等
の
狼
藉
（
主

に
代
官
所
に
対
す
る
）
は
繰
り
返
さ
れ
、
何
度
も
氏
長
者
宣
や
関
東

御
教
書
に
背
き
な
が
ら
、
最
終
的
に
三
百
人
の
悪
党
た
ち
が
代
官
宿

所
を
取
り
囲
み
、
放
火
・
破
却
等
と
い
っ
た
狼
藉
行
為
に
及
び
、
代

官
殺
害
を
目
論
ん
で
い
る
の
で
、
代
官
の
救
出
を
鎌
倉
幕
府
に
求
め

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
幕
府
・
六
波
羅
探
題
は
以
下
の
よ
う
な
対
応
に
出
た
。

　
【
史
料
①
】
関
東
御
教
書（

（
（

「（
端
裏
書
）

豊
国
事　

両
国
司
申
状
」

大
和
国
豊
国
庄
悪
党
狼
藉
事
、
地
頭
長
布
施
四
郎
重
康
訴
状 

副申
状代

官 

如
此
、
可
糺
断
子
細
之
由
、
度
々
被
仰
之
処
、
不
応
召
、

致
濫
行
之
条
、
罪
科
不
軽
、
甚
以
奇
恠
也
、
早
言
上
事
由
於
殿

下
御
所
、
前
下
司
行
季
・
預
所
長
忠
五
師
以
下
与
力
之
輩
、
不

日
可
令
召
進
関
東
也
、
更
不
可
及
遅
怠
、
兼
又
於
地
頭
代
光
重

者
、
且
可
令
安
堵
其
身
之
状
、
依
鎌
倉
殿
仰
、
執
達
如
件
、

　
　
　
　

嘉
禄
三
年
九
月
七
日　
　
　
　
　

武（
北
条
泰
時
）

蔵
守
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相（
北
条
時
房
）

模
守
（
花
押
）

　
　
　

掃（
北
条
時
盛
）

部
助
殿
并
修（

北
条
時
氏
）

理
亮
殿

　
【
史
料
②
】
六
波
羅
御
教
書（

（
（

「
豊（

端
裏
書
）

国
八
条
両
庄
事　

修
理
亮
状
」
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六
三

　
　
　
　

両
条

豊
国
庄
狼
藉
事

依
地
頭
訴
申
候
、
召
決
両
方
、
可
申
子
細
、
随
状
跡
可
有
御
成

敗
之
由
、
自
関
東
度
々
被
仰
遣
候
之
間
、
言
上　

殿
下
候
之
処
、

論
人
企
参
洛
、可
遂
対
決
之
由
、雖
被
下
長
者
宣
、于
今
不
参
対
、

可
被
禁
獄
地
頭
之
由
、
被
触
仰
之
条
、
存
外
次
第
候
歟
、
衆
議

之
趣
与
地
頭
之
訴
、
已
以
参
差
、
不
被
糺
明
真
偽
、
無
左
右
被

申
行
罪
咎
之
条
、
関
東
定
被
驚
思
食
候
歟
、
理
又
不
可
然
候
哉
、

八
条
庄
狼
藉
事

地
頭
代
訴
申
候
之
間
、
同
依
言
上　

殿
下
候
、
為
糺
決
是
非
、

以　

長
者
宣
、
被
召
良
賢
候
之
処
、
寺
家
御
請
文
如
此
、
仍
案

文
進
覧
之
候
、
子
細
不
可
違
先
条
候
也
、
豊
国
・
八
条
共
依
為

罪
科
輩
跡
、
為
関
東
御
進
止
、
被
置
地
頭
職
候
了
、
両
地
頭
代
、

縦
雖
有
其
咎
、
可
被
経
次
第
沙
汰
之
処
、
猥
被
焼
払
住
宅
、
追

却
其
身
之
条
、
頗
乱
次
之
基
候
歟
、
以
此
旨
可
令
披
露
給
候
、

仍
執
達
如
件
、

　
　
　
　
　
　

十
月
二
日　
　
　
　
　
　

修（
北
条
時
氏
）

理
権
亮
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掃（
北
条
時
盛
）

部
権
助
（
花
押
）

　

幕
府
は
六
波
羅
に
行
季
以
下
の
召
進
を
命
じ
、
六
波
羅
探
題
は
結

果
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
幕
府
の
命
令
を
施
行
し
た
。
こ
こ
で
、

注
目
し
た
い
の
は
、
論
人
（
悪
党
）
の
召
喚
に
、
氏
長
者
の
許
可
が

必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
重
康
の
申
状
中
に
も
、「
令
言
上
殿
下
、

又
被
成
長
者
宣
、
召
取
寺
家
下
知
、
六
波
羅
殿
御
使
二
人
・
寺
家
使

等
、
相
具
代
官
光
重
、
去
四
月
十
九
日
入
部
之
處
」
と
あ
る
よ
う
に
、

現
地
で
武
家
が
行
動
す
る
た
め
に
は
、
氏
長
者
宣
が
必
要
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
る
。

　

一
方
、
八
条
庄
の
悪
党
事
件
は
、
興
福
寺
僧
良
賢
・
順
現
等
に
よ

る
地
頭
住
宅
の
焼
き
払
い
・
田
畠
の
点
定
等
の
狼
藉
を
地
頭
代
が
訴

え
た
も
の
で
あ
る
。
地
頭
代
の
訴
え
を
受
け
て
六
波
羅
探
題
は
【
史

料
③
】
を
発
給
し
た
。

　
【
史
料
③
】
六
波
羅
御
教
書
案（

（
（

「（
端
裏
書
）

六
波
羅
殿
御
教
書
案
」

大
和
国
八
条
庄
地
頭
代
訴
申
良
賢
・
順
現
等
狼
藉
事
、
如
状
者
、

為
彼
等
、焼
失
地
頭
政
所
、点
定
田
畠
云
々
、事
実
者
甚
狼
藉
也
、

早
彼
召
出
件
輩
等
、
可
遂
対
決
之
由
、
申
上　

殿
下
畢
、
其
間

且
停
止
彼
等
狼
藉
、
可
令
地
頭
代
安
堵
之
状
如
件
、

　
　
　

嘉
禄
三
年
八
月
廿
四
日　
　
　
　

修（
北
条
時
氏
）

理
権
亮
在
御
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掃（
北
条
時
盛
）

部
権
助
在
御
判

　
　

八
条
庄
地
頭
代
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四

　

右
か
ら
も
、
論
人
の
召
喚
に
氏
長
者
宣
が
必
要
な
こ
と
が
み
え
、

豊
国
・
八
条
両
庄
の
事
件
か
ら
、
関
東
進
止
地
内
訴
訟
で
あ
っ
て
も
、

論
人
の
召
喚
に
は
氏
長
者
宣
が
必
要
で
あ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が

判
る
。

　

２　

正
嘉
の
飢
饉
と
悪
党
蜂
起

　

承
久
の
乱
か
ら
三
十
年
以
上
経
っ
た
正
嘉
元
（
一
二
五
七
）
～
同

三
（
一
二
五
九
）
年
に
か
け
て
人
々
は
大
き
な
試
練
に
遭
遇
し
た
。

元
年
の
旱
に
始
ま
り
、
翌
年
の
冷
夏
・
大
暴
風
・
大
風
・
洪
水
と
い
っ

た
大
災
害
、ま
た
そ
れ
に
起
因
す
る
三
年
の
大
飢
饉
は
、多
く
の
溺
死
・

餓
死
者
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
社

会
不
安
を
増
長
さ
せ
、
正
嘉
二
年
夏
頃
か
ら
、
夜
討
・
強
盗
の
蜂
起

が
起
こ
り
始
め（

（1
（

、
さ
ら
に
九
月
に
は
「
国
々
悪
党
令
蜂
起（

（1
（

」
む
と
い

う
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
受
け
て
幕
府
は
悪
党
対
策
を

講
じ
た（

（1
（

。

　

正
嘉
以
降
も
度
々
飢
饉
は
起
こ
り
、
悪
党
蜂
起
及
び
悪
党
訴
訟
が

激
発
し
て
い
く
中
、
幕
府
は
折
々
に
追
加
法
を
発
布
し
、
六
波
羅
探

題
の
検
断
権
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る（

（1
（

。

　

悪
党
訴
訟
の
頻
発
化
、
そ
れ
に
伴
う
六
波
羅
探
題
の
検
断
権
強
化

は
、
そ
れ
ま
で
衾
宣
旨
の
発
給
を
以
て
体
現
化
さ
れ
て
い
た
朝
廷
の

全
国
的
検
断
権
に
限
界
を
も
た
ら
し
、
本
所
の
自
力
に
よ
る
紛
争
解

決
を
不
可
能
に
し
、
検
断
に
つ
い
て
は
幕
府
へ
の
依
存
度
を
高
め
て

い
く
し
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
構
造
」
の
成
立
に
よ
っ
て
、

本
来
朝
廷
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
断
罪
が
六
波
羅
探
題

に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
は
六
波
羅
探
題
の
武
力
無
し
で
は

実
現
さ
れ
え
な
い
も
の
に
な
っ
た（

（1
（

、
と
西
田
友
広
氏
に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
六
波
羅
探
題
設
置
直
後
は
、
関
東
進
止
地
内
訴
訟
で
あ
っ

て
も
本
家
（
氏
長
者
）
の
協
力
が
武
家
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
状
態
か
ら
、
正
嘉
の
飢
饉
以
降
の
悪
党
蜂
起
・
悪
党
訴

訟
の
激
発
化
は
「
構
造
」
を
出
現
さ
せ
、
朝
廷
・
本
所
と
幕
府
・
六

波
羅
探
題
の
検
断
に
お
け
る
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
均
衡
状
態
か
ら
武

家
依
存
へ
と
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

二　
「
構
造
」
の
成
立
時
期

　

近
藤
氏
は
、「
構
造
」
の
成
立
時
期
を
、
伏
見
天
皇
親
政
期
の
正
応

三
（
一
二
九
〇
）
～
永
仁
五
（
一
二
九
七
）
年
の
間
と
み
な
さ
れ
た（

（1
（

。

そ
れ
は
左
記
に
掲
げ
る
【
史
料
④
・
⑤
】
中
に
見
ら
れ
る
「
関
東
平

均
御
式
目
」
と
「
関
東
御
事
書
」
の
立
法
が
伏
見
天
皇
親
政
期
で
あ

る
と
推
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
【
史
料
④
】
大
和
国
平
野
殿
雑
掌
申
状
案（

（1
（
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悪
党
召
し
捕
り
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
本
間
）

六
五

東
寺
領
大
和
国
平
野
殿
雑
掌
僧
弁
性
謹
言
上

（
中
略
）

右
、（
中
略
）
所
詮
、
如
関
東
平
均
御
式
目
者
、
雖
為
本
所
一

円
之
領
、違　

勅
狼
藉
出
来
者
、可
有
御
沙
汰
之
条
、為
顕
然
歟
、

而
彼
沙
汰
人
百
姓
違　

勅
狼
藉
之
条
勿
論
也
、
此
上
者
、
被
成

下　

綸
旨
於
武
家
、
召
出
彼
交
名
人
等
、
被
鎮
狼
藉
、
欲
令
備

厳
重
御
祈
祷
供
料
、
仍
粗
重
言
上
如
件
、

　
　
　
　

永
仁
三
年
三
月　

日

　
【
史
料
⑤
】
大
和
国
平
野
殿
庄
雑
掌
重
実
重
申
状
案（

（1
（

東
寺
領
大
和
国
平
野
殿
庄
雑
掌
重
実
重
言
上

（
中
略
）

右
子
細
者
、（
中
略
）
而
為
津
戸
信
濃
房
之
奉
行
、
去
九
月

十
二
日
召
合
両
方
、
乍
続
置
訴
陳
状
、
不
令
知
訴
人
、
隠
密
違

　

勅
狼
藉
・
本
□（

所
）

敵
対
之
次
第
、
依
令
還
年
貢
抑
留
之
子
細
、

□
□
御
沙
汰
歟
、
寺
用
□
□
□
□
、
非
武
家
御
沙
汰
之
間
、
被

棄
置

云
々

、（
中
略
）
雖
非
武
家
御
口
入
之
地
、
本
所
敵
対
之
輩

出
来
、
打
止
年
貢
、
致
狼
藉
之
時
、
就
訴
申
、
被
下　

綸
旨
於

武
家
、
有
誡
御
沙
汰
之
条
、
非
無
傍
例
、
且
関
東
御
事
書
炳
焉

也
、
何
可
被
棄
置
武
家
之
御
沙
汰
哉
、
是
併
奉
行
私
曲
也
、
所

詮
□（

早
 
仰
）□

憲
法
検
断
奉
行
、
違　

勅
悪
行
・
本
所
敵
対
願
妙
・
清

氏
以
下
悪
党
人
等
、
任
交
名
之
旨
、
不
日
召
取
其
身
、
急
速
可

有
誡
沙
汰
之
由
、
重
可
被
下　

院
宣
於
武
家
、
□
□
□
□
御　

奏
聞
、
仍
重
言
上
如
件
、

　
　

永
仁
六
年
十
月　

日　

　

近
藤
氏
は
、
本
所
が
は
じ
め
は
【
史
料
④
】
で
院
宣
で
は
な
く
綸

旨
の
発
給
を
求
め
、
そ
の
後
【
史
料
⑤
】
で
院
宣
を
求
め
て
い
る
の

は（
（1
（

、
伏
見
天
皇
の
譲
位
・
院
政
開
始
に
対
応
し
て
い
る
と
す
る
。
そ

し
て
、
伏
見
天
皇
が
正
応
五
（
一
二
九
二
）
年
七
月
に
新
制
を
発
布

し
て
訴
訟
手
続
き
を
規
定
し
、
翌
年
六
月
に
は
大
規
模
な
裁
判
機
構

の
改
編
を
行
っ
て
い
る
こ
と（

（2
（

と
連
動
し
、
幕
府
に
お
い
て
「
関
東
平

均
御
式
目
」・「
関
東
御
事
書
」
と
称
さ
れ
た
法
が
制
定
さ
れ
た
と
す

る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
近
年
、
木
村
英
一
氏
に
よ
っ
て
興
味
深
い
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

建
治
年
間
（
一
二
七
六
年
頃
）
に
、
既
に
「
構
造
」
ら
し
き
も
の
の

存
在
が
確
認
で
き
る
、
と
氏
は
言
わ
れ
る（

（2
（

。

　

文
永
四（
一
二
六
七
）年
十
一
月
十
七
日
、多
武
峯
悪
党
慶
敏
・
慶
弁
・

英
尊
等
に
よ
っ
て
多
武
峯
九
品
院
院
主
良
性
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う

事
件
が
発
生
し
た（

（2
（

。
以
降
、
捕
縛
さ
れ
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
も
出

た
が
、悪
党
等
の
狼
藉
は
治
ま
る
様
子
は
な
く
、弘
安
六
（
一
二
八
三
）

年
頃
に
は
、
当
時
の
九
品
院
院
主
良
算
か
ら
重
申
状
が
提
出
さ
れ
て
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六
六

い
る
。

　
【
史
料
⑥
】
大
和
九
品
院
々
主
良
算
重
申
状（

（2
（

□（
大
）和

国
多
武
峯
九
品
院
々
主
良
算
重
言
上

□（
欲
ヵ
）

被
早
任
先
度
御
沙
汰
旨
、
忩
被
経
御　

奏
聞
、
可
令
召

断
罪
由
、
仰
□
□
□
□
寺
強
盗
殺
害
放
仰
火
刃
傷
以
下
交
名

人
輩
事
、

□
進□

巻　

悪
党
人
交
名　

綸
旨
并
長
者
宣
二
通　

院
宣
并
関
東 

　
　
　

御
□
□
贓
物
注
文
、

□（
右
）慶

敏
以
下
交
名
悪
党
人
等
、
去
文
永
之
比
、
為
強
盗
打
入
同

寺
九
品
院
、
□
令
殺
害
良
性
之
後
、
盗
取
若
干
米
銭
以
下
資
財

等
之
間
、
依
訴
申
、
被
□（

経
 
御
）□

□
□（

奏
）聞

、
可
尋
究
犯
否
之
由
、
就

被
下
院
宣
於
武
家
、
被
召
出
交
名
之
輩
□
□
□
□
尊
参
洛
之
間
、

先
就
当
参
、
被
定
犯
否
之
処
、
至
良
性
殺
害
并
□
□
□
□
、
慶

敏
以
下
交
名
之
輩
等
所
行
之
由
、
出
慶
弁
白
状
畢
、
則
以
彼
状

□
□
□
□
聞
之
処
、
被
下
彼
状
於
明
法
、
任
勘
状
之
旨
、
於
慶

弁
・
英
尊
者
、
既
以
被
遠
流
之
、
慶
敏
以
下
八
人
下
手
張
本
等
、

恐
自
科
不
参
間
、
建
治
二
年
十
一
月
□
□
日
法
印
□
□
雖
被
下

数
ヶ
度
召
文
、
敢
以
不
叙
用
、
剰
彼
輩
等
□

（
吐
ヵ
）

悪
口
□
□
□
□

戸
追
返　

長
者
并
別
当
坊
御
使
之
条
、
希
代
勝
事
也
、
凡
匪
至

此
□
□
□
□
於
所
々
合
戦
・
夜
討
・
引
剥
・
苅
田
以
下
狼
藉
、

都
以
無
絶
期
者
哉
、
乗
一
□
□
□
□
然
間
頻
就
訴
申
、
連
々
雖

被
下
召
文
、
于
今
不
事
行
之
間
、
差
日
限
下
召
文
、
一
向
不
参

上
者
、
不
可
有
其
期
者
、
早
任
先
度
御
沙
汰
旨
、
□（

忩
 
被
 
経
 
御
）

□
□
□
□

□（
奏
）聞

、
被
仰
付
武
家
、
為
被
召
断
罪
、
重
言
上
如
件
、

　
【
史
料
⑥
】
の
傍
線
部
に
み
え
る
よ
う
に
、
六
波
羅
探
題
に
論
人

（
悪
党
）
へ
の
尋
問
を
行
わ
せ
る
た
め
の
院
宣
が
発
給
さ
れ
、
そ
し
て

六
波
羅
探
題
に
よ
る
論
人
の
召
喚
が
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
訴

人
→
朝
廷
→
治
天
→
六
波
羅
探
題
（
→
使
節
）」
と
い
う
経
緯
を
辿
っ

て
い
て
、
鎌
倉
末
期
の
よ
う
な
軍
事
行
動
は
確
認
で
き
な
い
ま
で
も
、

朝
廷
が
被
疑
者
の
捜
査
・
逮
捕
を
命
じ
罪
科
を
決
定
、
そ
し
て
六
波

羅
探
題
に
よ
る
執
行
（
論
人
＝
悪
党
の
召
喚
及
び
逮
捕
）
が
行
わ
れ

る
と
い
う
「
構
造
」
に
酷
似
し
た
型
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
構
造
」
成
立
後
の
伊
賀
国
黒
田
庄
の
悪
党
事
件
に
お
い

て
も
、
同
様
の
過
程
が
履
ま
れ
て
い
る
こ
と（

（2
（

を
考
え
る
と
、
多
武
峯

の
事
例
に
つ
い
て
も
「
構
造
」
と
呼
ん
で
い
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
慶
弁
・
英
尊
が
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
時
期
が
建
治
二

（
一
二
七
六
）
年
頃
だ
と
推
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
傍
線
部
の
院
宣
の

発
給
主
は
、
建
治
二
年
時
に
治
天
で
あ
る
亀
山
上
皇
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。
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召
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六
七

　

こ
の
よ
う
に
、
近
藤
氏
が
「
構
造
」
の
成
立
期
と
さ
れ
た
伏
見
天

皇
親
政
期
よ
り
も
早
く
、「
公
家
政
権
と
六
波
羅
探
題
が
密
接
に
リ
ン

ク
す
る
検
断
の
手
続
き
が
、
少
な
く
と
も
建
治
年
間
に
は
整
備
さ
れ

て
い
た（

（2
（

」
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
木
村
氏
の
指
摘
に
よ
り
、「
構
造
」
の
出
現
が
亀
山
上
皇
期

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
で
は
、
な
ぜ
こ
の
時
期
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

亀
山
上
皇
期
の
悪
党
対
策
を
語
る
文
言
が
、
永
仁
六
（
一
二
九
八
）

年
六
月
日
付
け
の
丹
波
国
宮
田
庄
雑
掌
相
暹
重
申
状（

（2
（

に
み
え
る
。
こ

の
重
申
状
中
に
「
建
治
・
文
永
者
、
故
悪
党
禁
法
最
中
也
」
と
あ
り
、

文
永
年
間
（
一
二
六
四
～
一
二
七
五
）
か
ら
悪
党
に
対
す
る
取
り
締

ま
り
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
、
悪
党
の

活
動
が
活
発
化
し
て
い
た
こ
と
へ
の
対
応
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
ま
た

文
永
七（
一
二
七
〇
）年
に
は
興
味
深
い
追
加
法
が
発
布
さ
れ
て
い
る
。

　
【
史
料
⑦
】
追
加
法
四
四
五
条（

（2
（

一　

国
々
狼
藉
事
、
近
年
於
本
所
一
円
庄
園
、
雖
致
闘
諍
合
戦
、

不
能
禁
制
之
間
、
任
雅
意
結
構
狼
藉
之
由
、
有
其
聞
、
早
申

入
子
細
於
本
所
、
可
加
炳
誡
也
者
、
依
仰
執
達
如
件
、

　
　
　
　
　

文
永
七
年
八
月
廿
九
日　
　
　
　

相（
北
条
時
宗
）

模
守
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左（
北
条
政
村
）

京
権
大
夫
判

　
　
　
　
　
　

相（
北
条
時
輔
）

模
式
部
大
夫
殿

　

右
に
掲
げ
た
追
加
法
四
四
五
条
は
、
条
文
中
に
「
悪
党
」
と
い
う

表
記
こ
そ
な
い
が
、
本
所
一
円
地
内
で
の
狼
藉
行
為
が
本
所
の
禁
制

で
は
抑
え
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
、
本
所
の
協
力
を

得
て
鎮
圧
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
六
波
羅
探
題
へ
命
じ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
内
容
か
ら
、
朝
廷
と
幕
府
と
の
連
携
の
許
に
発
布

さ
れ
た
法
令
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
文
永
七
年
時
の

治
天
で
あ
る
後
嵯
峨
上
皇
の
時
代
か
ら
悪
党
召
し
捕
り
に
対
す
る
公

武
の
連
携
が
仮
定
で
き
、「
構
造
」
が
生
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
亀
山
天
皇
（
上
皇
）
期
に
そ
れ
は
明
確
に
形
と
な
っ
て
現

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
構
造
」
の
誕
生
を
亀
山
期
だ
と
す
る
根
拠
は
、
先
に
掲
げ
た
多
武

峯
の
事
例
の
他
に
も
う
一
つ
あ
る
。

　

伊
賀
国
黒
田
庄
悪
党
事
件
Ⅰ
（
後
章
で
正
安
以
降
の
黒
田
庄
悪
党

事
件
の
事
例
に
つ
い
て
触
れ
る
た
め
、
便
宜
上
「
Ⅰ
」
と
す
る
）
の

訴
訟
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
弘
安
五
（
一
二
八
二
）
年
十
月
日
付
け

東
大
寺
衆
徒
等
申
状
等
案（

（2
（

を
み
る
と
、
六
波
羅
探
題
へ
悪
党
召
し
捕

り
を
求
め
た
が
、
検
断
奉
行
か
ら
「
云
寺
領
、
云
所
犯
輩
、
非
武
家

被
官
者
、
不
可
口
入
」
と
し
て
却
下
さ
れ
た
と
あ
り
、
こ
れ
を
不
服

と
し
た
東
大
寺
が
「
雖
為
本
所
一
円
之
地
、
本
所
之
沙
汰
難
治
之
時
、
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六
八

武
家
直
可
召
取
之
由
、
被
下　

院
宣
者
、
承
前
不
易
之
先
例
也
」
と

主
張
し
て
い
る
。
こ
の
文
言
は
、
亀
山
上
皇
期
に
「
構
造
」
が
存
在

し
た
こ
と
を
明
確
に
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
あ
る
な
ら
ば
、【
史
料
④
・
⑤
】
に
み
え
る
「
関
東
平
均
御
式
目
」・

「
関
東
御
事
書
」
は
亀
山
上
皇
期
、
し
か
も
建
治
二
年
以
前
に
既
に
立

法
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

三　
「
違
勅
院
宣
」
の
な
い
悪
党
召
し
捕
り

　

前
章
の
如
く
、
亀
山
上
皇
期
に
「
構
造
」
が
成
立
し
、
本
所
一
円

地
で
の
悪
党
召
し
捕
り
は
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
進
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
本
所
一
円
地
で
あ
り
な
が
ら
「
違
勅
院
宣
」
の
発
給
な

し
に
、
悪
党
召
し
捕
り
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
が
存
在
す
る
。
そ
の

一
つ
が
山
陰
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
紀
伊
国
高
野
山
領
の
悪
党
事

件
で
あ
る
。

　

高
野
合
戦
・
紀
州
御
合
戦
と
表
現
さ
れ（

（2
（

、
荒
川
庄
を
主
た
る
係
争

地
と
す
る
こ
の
悪
党
事
件
に
つ
い
て
は
山
陰
氏
の
研
究（

（3
（

に
詳
し
い
が
、

簡
単
に
概
要
を
説
明
す
る
と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

弘
安
八
（
一
二
八
五
）
年
十
一
月
に
荒
川
庄
上
田
村
で
殺
害
事
件

を
起
こ
し
た
源
弥
四
郎
為
時
（
法
名
法
心
）
が
、
所
領
を
没
収
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
と
の
対
立
を
深
め
て

い
く
。為
時
は
、近
隣
庄
園
の
悪
党
等
と
結
合
し
、正
応
四（
一
二
九
一
）

年
ま
で
に
十
回
に
渡
っ
て
荒
川
庄
内
に
乱
入
し
、正
応
五（
一
二
九
二
）

年
六
月
頃
ま
で
の
間
、
互
い
を
「
悪
党
」
ま
た
は
「
悪
行
狼
藉
人
」

な
ど
と
し
て
、
伏
見
天
皇
・
天
台
座
主
慈
助
法
親
王
・
金
剛
峯
寺
座

主
（
＝
東
寺
一
長
者
）
静
厳
等
に
そ
れ
ぞ
れ
綸
旨
・
令
旨
の
発
給
を

求
め
る
な
ど
、
激
し
い
訴
訟
合
戦
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
永
仁

二
（
一
二
九
四
）
年
四
月
頃（

（3
（

ま
で
に
、
為
時
率
い
る
悪
党
方
と
、
金

剛
峯
寺
の
意
を
受
け
た
荒
川
庄
沙
汰
人
三
毛
太
郎
入
道
心
浄
方
と
の

間
で
、
激
し
い
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
三
毛

方
の
動
き
に
金
剛
峯
寺
の
制
御
が
利
か
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
、
事

態
収
拾
不
可
能
と
判
断
し
た
金
剛
峯
寺
の
要
請（

（3
（

を
受
け
て
、幕
府
（
実

働
は
六
波
羅
探
題
）
が
鎮
圧
軍
を
派
遣
し
て
、
為
時
方
・
三
毛
方
双

方
を
捕
縛
す
る
こ
と
で
、
事
態
は
一
応
の
収
拾
を
み
た
の
で
あ
る
。

　
【
史
料
⑧
】
紀
伊
阿
弖
河
荘
地
頭
陳
状
并
聖
頼
具
書
案（

（3
（

（
前
欠
）

庄
者
、
三
代
将
軍
御
下
文
明
鏡
之
間
、
貞
応
・
嘉
禄
之
比
、
不

及
其
御
沙
汰
者
也
、
当
庄
地
頭
職
無
動
転
事
、
弥
令
露
顕
了
、

次
於
荒
川
庄
者
、
雖
為
高
野
○当

当
知
行
、
重
代
御
家
人
三
毛
六

郎
入
道
心
浄
、
為
公
文
職
知
行
之
処
、
為
高
野
合
戦
没
収
之
地
、

拜
領
富ト

カ
カ
シ樫

介
入
道
定
照
之
後
、
当
時
者
返
給
心
浄
、
至
真
国
庄
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悪
党
召
し
捕
り
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
本
間
）

六
九

志
賀
野
村
下
司
公
文
職
者
、
御
家
人
貴
志
次
郎
入
道
重
代
知
行

之
処
、
同
為
合
戦
没
収
之
地
、
拝
領
関
蔵
人
之
後
、
返
給
于
信

正
子
息
畢
、
然
者
、
寺
家
当
知
行
内

仁
毛

、
御
家
人
重
代
所
職
、

于
今
無
相
違
之
条
、
眼
前
也
、

同
状
云
、
文
学
聖
人
譲
状
并
下
司
職
事

云
々

、
地
頭
之
由
掠
給

之
条
、
勿
論
、
不
依
安
堵
先
傍
例

云
々

、

此
条
、
遺
跡
相
論
之
時
、
就
後
判
状
、
不
可
依
安
堵
之
由
、
間
々

有
○其

御
沙
汰
歟
、
如
此
御
下
文
、
相
続
重
代
知
行
地
頭
職
者
、

被
定
置
事
記
、
争
可
申
子
細
哉
、
就
中
、
当
庄
地
頭
職
者
、
如

載
先
段
、
為
平
家
没
収
之
地
、
従
被
拜
領
学
上
人
以
来
、
承
元

四
年
、
忝
被
補
任
地
頭
職
、
承
久
三
年
重
預
地
頭
職
還
補
御
下

文
了
、
至
于
当
御
代
、
百
余
年
知
行
無
相
違
之
上
者
、
雖
為
下

司
職
、
不
可
有
本
所
望
、
何
况
、
於
地
頭
職
哉
、
加
之
、
寺
領

庄
官
可
追
放
之
由
、
就
関
東
御
事
書
、
為
丹
後
前
司
御
使
、
追

放
之
刻
、
阿
弖
河
庄
地
頭
職
、
称
寺
領
一
円
○庄

官

掠
入
御
使
之
間
、

捧
代
々
御
下
文
等
、
令
言
上
子
細
之
時
、
就
被
経
注
進
、
為
五

大
院
六
郎
左
衛
門
尉
奉
行
、
如
永
仁
六
年
八
月
七
日
関
東
御
下

知
者
、
湯
浅
金
迦
羅
丸
申
紀
伊
国
河
弖
川
庄
事
、
如
注
進
状
者
、

帯
関
東
代
々
御
下
文
所
見
也
、
早
止
追
放
之
儀
、
可
安
堵
本
職

云
々

、
然
者
、
寺
僧
所
進
於
領
家
職
証
文
者
、
不
足
言
之
間
、
不

及
地
頭
詞
費
、
凡
宗
重
法
師
忠
節
抜
群
事
、
右
大
将
家
不
便

仁

被
思
食
之
由
、
忝
被
下
御
自
筆
慇
懃
御
書
、
不
懸
当
国
家
人
奉

行
催
促
、依
別
仰
、可
致
忠
節
之
旨
、被
成
御
下
文
了
、此
上
者
、

早
任
重
代
相
続
御
下
文
之
旨
、
為
蒙
御
成
敗
、
粗
披
陳
如
件
、

　
　
　
　

徳
治
二
年
八
月　

日

　
　
聖
頼
具
書

　
　
　
　

御
手
印
内

　
　

一
誉
田
天
皇
定
堺
四
至　

　
　
　
　
　

具
註
丹
生
氏
天
平
十
二
年
藉
文
并
祝
相
傳
祭
文

云
々

　
　
一
縁
起
中
心
不
知
行
所
々
事

　
　
　

小
河
・
柴
目　

八
幡
宮
領　

捧
高
野
○山

御
手
印
縁
起
、
於
関
東
雖
申
給
御

教
書
、
依
八
幡
雑
掌
申
子
細
、
不
及
訴
陳
、
被
棄
置
了
、

　
　
　

　
　
　

西貴

志
庄
東
西　

西
園
寺
領　

地
頭
小
鹿
入
道
阿
念
云
々

一
方
地
頭
伊
東
ト
号
不
知
名
、

　
　
　

 

〃

　
　
　

調
月
庄
東
西　

唐
橋
法
印
領 

下
司
・
公
文
孫
三
郎
不
知
實
名
、
為
高
野
合
戦

没
収
之
地
、
拝
領
俣
野
八
郎
入
道
之
後
、
返
給
孫
三
郎
畢
、

　
　
　

小
倉
庄
東
西　

金
峯
山
領 

下
司
・
公
文
職
等
御
家
人
大
輔
房
幸
尊
、
於
貴
志

孫
三
郎
分
者
、
高
野
合
戦
御
沙
汰
之
刻
、
金
峯
雖
申
子
細
、 

任
関
東
不
易
御
下
文
等
、
為
齋
藤
九
郎
兵
衛
奉
行
、
預
于
御
下

知
了
、

（
中
略
）

一
三
谷
村　

下
司
・
公
文
両
職　

重
代
御
家
人
三
谷
太
郎
跡
、

但
、
本
家
職
者
、
丹
生
社
云
々

東
限
丹
生
河
上　

南
限
當
川
南
横
峯

西
限
神
匂
星
川　

北
限
吉
野
河
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

七
〇

　
　

一
高
野
山
当
知
行
内

仁
重
代
御
家
人
所
職
無
相
違
所
々
、

　
　
　

荒
川
庄
公
文
職　

為
御
家
人
三
毛
七
郎
入
道
分
、
高
野
合
戦
之
時
、

拝
領
富
樫
介
入
道
、

　
　
　

真
国
庄
内　

志
賀
野
下
司
・
公
文
両
職
、
為
貴
志
次
郎
入
道
分
、

拝
領
関
蔵
人
、

　
　
　
（
中
略
）

	　
　
　

三
毛
庄　

山
門
領　

地
頭
六
郎
入
道
心
浄
、
月

（
同
ヵ
）七

郎
左
衛
門
尉
、
不
知
實
名
、

為
高
野
合
戦
没
収
之
地
、
拝
領
富
樫
介
入
道
之
後
、
返
給
心
浄
了
、

　
【
史
料
⑧
】
に
よ
れ
ば
、
丹
後
前
司
（
長
井
茂
重
ヵ
）
率
い
る
鎮

圧
軍
が
派
遣
さ
れ
、
彼
等
に
よ
り
為
時
の
他
、
金
剛
峯
寺
方
と
し
て

動
い
て
い
た
三
毛
心
浄
等
の
御
家
人
等
も
捕
縛
・
所
領
没
収
に
あ
っ

て
い
る
こ
と
が
判
る
。
そ
し
て
傍
線
部
に
み
え
る
よ
う
に
、
こ
の
軍

事
行
動
の
根
拠
は
「
関
東
御
事
書
」
で
あ
る
。
こ
の
騒
動
に
関
し
て
、

為
時
方
か
ら
金
剛
峯
寺
住
侶
等
の
召
し
捕
り
を
東
寺
長
者
に
命
じ
る

旨
の
綸
旨
の
発
給
を
求
め
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
求
め
に

伏
見
天
皇
が
応
え
た
形
跡
は
な
い（

（3
（

。
ま
た
、
金
剛
峯
寺
方
か
ら
も
、

為
時
等
の
召
し
捕
り
を
六
波
羅
探
題
に
命
じ
る
旨
の
綸
旨
の
発
給
を

求
め
た
形
跡（

（3
（

は
あ
る
も
の
の
、
綸
旨
が
発
給
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
事
例
は
、
山
城
国
賀
茂
庄
の
悪
党
事
件
で

あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
正
応
二
（
一
二
八
九
）
年
頃
か
ら
正
和
二

（
一
三
一
三
）
年
頃
ま
で
の
長
期
間
に
渡
り
、
賀
茂
庄
住
人
右
衛
門
入

道
源
仏
・
金
伽
羅
入
道
源
戒
を
頭
目
と
し
た
悪
党
と
東
大
寺
の
戦
い

で
あ
る
。

　

正
応
三
（
或
い
は
二
年
ヵ
）
年
四
月
十
一
日
、
自
力
で
は
悪
党
の

召
し
捕
り
が
不
可
能
と
の
判
断
を
下
し
た
東
大
寺
方
か
ら
の
要
請（

（3
（

を

受
け
、
六
波
羅
探
題
へ
悪
党
召
し
捕
り
を
命
じ
る
（
依
頼
す
る
）
聖

護
院
宮
令
旨（

（3
（

が
発
給
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
史
料
で
は
追
え

な
い
が
、
徳
治
年
中
（
一
三
〇
七
年
以
降
）
か
ら
激
し
い
戦
闘
行
為

を
伴
う
召
し
捕
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
際
に
、
六
波
羅

探
題
か
ら
発
給
さ
れ
る
衾
御
教
書
の
「
任
法
可
召
進
其
身
」
の
根
拠

と
な
っ
て
い
る
の
は
「
関
東
御
教
書
」
で
あ
る（

（3
（

。

　

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
本
所
一
円
地
で
あ
っ
て
も
治
天
の
関
与
な
し

に
悪
党
召
し
捕
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て

注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
「
違
勅
院
宣
」
の
役
割
を
、
替
わ
り
に
「
関

東
御
事
書
」・「
関
東
御
教
書
」
が
果
た
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
六
波
羅
探
題
が
本
所
一
円
地
で
軍
事
行
動
を
起
こ
す
場
合
に
は
、

「
違
勅
院
宣
」
か
、
も
し
く
は
「
関
東
御
事
書
」・「
関
東
御
教
書
」
か
、

そ
の
ど
ち
ら
か
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
波
羅
探
題
を
本
所
一
円
地
へ
介
入
さ
せ
る
こ
の
と
で
き
る
媒
介
者

は
、
治
天
と
幕
府
な
の
で
あ
る
。
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悪
党
召
し
捕
り
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
本
間
）

七
一

　

だ
が
、
追
加
法
四
四
五
条
が
あ
り
な
が
ら
、
悪
党
召
し
捕
り
に
は

何
故
そ
れ
ら
の
媒
介
者
が
必
要
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
章
を
改
め

て
考
察
し
た
い
。

四　

悪
党
召
し
捕
り
と
媒
介
者

　

追
加
法
四
四
五
条
は
、
本
所
一
円
地
で
の
狼
藉
事
件
に
対
し
て
幕

府
が
主
体
的
、
能
動
的
に
関
わ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
本
所

方
が
幕
府
の
関
与
を
積
極
的
に
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の

本
所
が
幕
府
の
関
与
を
避
け
た
が
る
傾
向
は
、
鎌
倉
幕
府
が
成
立
し

て
以
来
、
続
い
て
き
た
標
準
的
な
状
況
で
あ
り
、
幕
府
も
ま
た
、
で

き
る
限
り
関
与
を
避
け
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
。
追
加
法
四
四
五

条
は
、
基
本
的
に
こ
の
原
則
を
踏
ま
え
た
立
法
で
あ
り
、
幕
府
が
能

動
性
を
示
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
も
本
所
の
自
主
性
を
損

な
わ
な
い
と
い
う
範
囲
内
に
留
ま
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
治
天
の
関
与
の
開
始
（「
構
造
」
の
成
立
）
を
も

た
ら
し
た
状
況
は
、
そ
れ
ま
で
と
何
が
異
な
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ

れ
は
本
所
の
態
度
で
あ
る
。
本
所
が
積
極
的
に
幕
府
の
関
与
を
求
め

る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
状
況
の
変
化
が
、
治
天
の
関
与
を
生
み
出

し
た
の
で
あ
る
。

　

本
所
の
態
度
の
変
化
を
受
け
て
、
も
し
、
幕
府
が
同
じ
く
態
度
を

変
え
、
積
極
的
に
本
所
一
円
地
の
狼
藉
事
件
に
関
与
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
本
所
と
幕
府
の
間
の
交
渉
で
済

む
こ
と
に
な
り
、
追
加
法
四
四
五
条
を
そ
の
ま
ま
機
能
さ
せ
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
幕
府
は
で
き
る
だ
け
関
与

を
避
け
る
と
い
う
基
本
姿
勢
を
維
持
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
本
所
は
幕
府
（
六
波
羅
探
題
）
を
動
か
す
た
め
に
、
治
天
に
働

き
か
け
る
か
、
幕
府
自
身
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
「
構
造
」
の
成
立
す
る
理
由
で
あ
る
。
六
波
羅
探
題
を
動
か

す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
治
天
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
幕
府
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
あ

る
。
た
だ
、
本
所
は
京
都
に
存
在
す
る
の
で
、
治
天
に
働
き
か
け
る

の
が
便
宜
で
あ
り
、
数
的
に
は
圧
倒
的
に
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

六
波
羅
探
題
が
本
所
一
円
地
へ
の
介
入
に
逡
巡
す
る
の
は
、
幕
府

の
、
そ
の
成
立
以
来
の
一
貫
し
た
性
格
に
由
来
し
て
い
る
、
と
い
う

側
面
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
構
造
」
の
成
立
以
後
も
六
波
羅
探
題
は
本
所
一
円
地
へ

の
軍
事
介
入
を
逡
巡
し
つ
づ
け
た
よ
う
で
あ
る
。
二
章
で
取
り
上
げ

た
黒
田
庄
悪
党
事
件
Ⅰ
で
も
、「
構
造
」
が
成
立
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
理
由
を
つ
け
て
訴
訟
を
却
下
し
て
い
る
こ
と
も
、
介
入
を

避
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
【
史
料
⑤
】
波
線
部
に
つ
い
て
近
藤
氏
は
、
奉
行
人
津
戸
信
濃
房
が
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第
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十
九
号

七
二

違
勅
狼
藉
・
本
所
敵
対
の
事
実
を
隠
匿
し
、
年
貢
抑
留
の
罪
だ
け
を

引
付
に
取
り
上
げ
た
た
め
、
東
寺
の
訴
訟
が
棄
却
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
所
一
円
地
に
お
け
る
年
貢
抑
留
は
幕
府
の
裁
判
管
轄
か
ら

除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
東
寺
方
が
「
本
件
が
違

勅
狼
藉
・
本
所
敵
対
の
検
断
沙
汰
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
検
断
沙

汰
と
し
て
六
波
羅
に
受
理
さ
せ
る
よ
う
院
に
訴
え（

（3
（

」
た
と
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
奉
行
人
津
戸
信
濃
房
が
、
違

勅
狼
藉
・
本
所
敵
対
の
事
実
を
隠
匿
し
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

隠
匿
→
棄
却
と
い
う
流
れ
は
、
六
波
羅
探
題
（
厳
密
に
言
え
ば
奉
行

人
だ
が
）
の
本
所
一
円
地
へ
の
介
入
回
避
の
意
思
表
示
と
み
る
こ
と

は
で
き
ま
い
か
。
ま
た
、
次
の
伊
賀
国
黒
田
庄
悪
党
事
件
Ⅱ
で
の
奉

行
人
の
対
応
も
同
様
の
も
の
と
み
な
せ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

正
安
三
（
一
三
〇
〇
）
年
か
ら
嘉
暦
三
（
一
三
二
八
）
年
の
間
繰

り
返
さ
れ
た
東
大
寺
に
よ
る
黒
田
庄
住
人
越
後
房
観
俊
・
伊
賀
房
覚

舜
等
を
悪
党
と
し
て
告
訴
し
た
事
件（

（4
（

は
、
正
和
三
（
一
三
一
四
）
年

三
月
日
付
け
東
大
寺
衆
徒
重
申
状
土
代（

（4
（

に
興
味
深
い
記
述
を
残
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
担
当
奉
行
人
の
交
替
に
際
し
て
、
東
大
寺

か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
綸
旨
・
院
宣（

（4
（

等
具
書
の
正
文
を
紛
失
し
た
た

め
、
東
大
寺
に
対
し
新
し
い
院
宣
等
の
提
出
を
求
め
た
。
だ
が
、
紛

失
し
た
綸
旨
・
院
宣
に
は
「
可
召
出
交
名
之
輩
」
と
の
文
言
が
あ
っ

た
が
、
東
大
寺
が
新
た
に
得
た
院
宣
に
は
「
可
尋
沙
汰
」
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
六
波
羅
御
教
書
に
「
任
法
可
召
進
」
の
文
言
が
載
せ
ら

れ
な
い
の
だ
と
奉
行
人
が
言
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

近
藤
氏
は
こ
の
事
例
か
ら
、「
違
勅
院
宣
」
に
一
定
の
文
言
が
な
け

れ
ば
六
波
羅
探
題
は
悪
党
召
進
を
命
じ
る
衾
御
教
書
が
発
給
さ
れ
な

い
と
す
る（

（4
（

が
、
非
本
所
一
円
地
の
悪
党
事
件
に
際
し
発
給
さ
れ
る
衾

御
教
書
に
「
任
法
不
日
召
進
彼
輩（

（4
（

」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
本
所
一
円

地
で
あ
り
な
が
ら
治
天
の
介
入
が
み
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
の
衾
御
教
書

で
も
「
任
法
可
召
進
其
身（

（4
（

」
な
ど
の
文
言
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
違

勅
院
宣
」
に
必
要
な
文
言
が
な
い
た
め
に
衾
御
教
書
が
発
給
さ
れ
な

い
と
い
う
理
解
は
難
し
い
。
悪
党
召
し
捕
り
を
命
じ
る
文
言
が
衾
御

教
書
に
載
る
か
載
ら
な
い
か
は
、
六
波
羅
探
題
の
意
向
に
左
右
さ
れ

る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
東
大
寺
衆
徒
重
申
状
土
代
に
よ
れ
ば
、
紛
失
さ
れ
た
綸
旨
・

院
宣
を
受
け
て
発
給
さ
れ
た
六
波
羅
探
題
の
召
文
催
促
は
、
八
回
発

給
さ
れ
た
も
の
の
内
、
最
後
の
二
回
に
は
「
任
法
可
召
進
」
の
文
言

が
載
っ
て
い
た
と
し
、
そ
の
案
文
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
奉
行
人
側

で
紛
失
し
て
お
き
な
が
ら
、
案
文
・
具
書
の
提
出
で
は
是
と
せ
ず
、

新
た
な
院
宣
の
発
行
を
求
め
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
も
文
言
の
食
い

違
い
を
指
摘
し
、
棄
却
す
る
と
い
っ
た
行
為
は
、
本
所
一
円
地
へ
の

軍
事
介
入
を
引
き
延
ば
そ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
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悪
党
召
し
捕
り
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
本
間
）

七
三

　

こ
の
よ
う
に
、
本
所
一
円
地
へ
の
介
入
を
躊
躇
す
る
六
波
羅
探
題

を
促
す
役
割
を
果
た
す
の
が
、「
違
勅
院
宣
」
で
あ
り
「
関
東
御
事
書
」・

「
関
東
御
教
書
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
六
波
羅
探
題
は
な
お
も
躊

躇
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
六
波
羅
探
題
は
躊
躇
し
た
の
か
。
勿
論
、
理
由
は
様
々
考

え
ら
れ
、
一
つ
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
だ
が
、
六
波
羅
探
題
自
身
の

能
力
不
足
・
召
し
捕
り
活
動
の
過
酷
さ
・
使
節
へ
の
恩
賞
の
不
安
定

さ
も
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
々
に
悪
党
訴
訟
が

激
発
す
る
中
で
、
武
家
領
の
解
決
を
優
先
し
た
い
と
思
う
の
は
当
然

で
あ
り
、
本
所
一
円
地
に
ま
で
関
与
す
る
余
力
は
、
殆
ど
残
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五　

悪
党
召
し
捕
り
の
実
態

　

本
章
で
は
、
悪
党
召
し
捕
り
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

使
節
の
動
き
を
通
し
て
み
て
い
き
た
い
。

　

１　

実
際
の
悪
党
召
し
捕
り

　

悪
党
召
し
捕
り
を
命
じ
ら
れ
た
使
節
（
多
く
両
使
）
は
、
災
難
と

し
か
呼
べ
な
い
よ
う
な
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
。
丹
波
国
宮

田
庄（

（4
（

で
は
、
三
〇
〇
人
余
り
の
悪
党
に
対
し
、
両
使
（
一
方
は
子
息

を
代
官
と
す
る
）
等
と
四
日
間
に
渡
る
合
戦
が
展
開
、
悪
党
方
か
ら

矢
を
放
た
れ
、
放
火
に
遭
う
な
ど
、
人
数
的
に
劣
勢
な
使
節
方
は
退

却
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
山
城
国
賀
茂
庄
で
も
、
数
百

人
の
悪
党
に
対
し
、
人
数
的
に
劣
勢
の
使
節
方
が
、「
以
両
使
力
、
難

召
進
候（

（4
（

」
と
し
て
引
き
返
す
結
果
と
な
る
。

　

使
節
方
が
人
数
的
に
劣
勢
な
こ
と
は
、
衾
御
教
書
に
「
相
催
近
隣

地
頭
・
御
家
人
等（

（4
（

」、
或
い
は
「
相
催
国
中
地
頭
・
御
家
人
等（

（4
（

」
な
ど

と
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
想
像
で
き
、
ま
た
実
際
に

和
泉
国
大
鳥
庄
で
は
、
催
さ
れ
た
は
ず
の
近
隣
地
頭
・
御
家
人
が
一

人
し
か
合
力
せ
ず
、
悪
党
が
使
節
に
対
し
「
突
楯
放
矢
、
致
種
々
悪

行
狼
藉（

（5
（

」
す
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
加
え
て
、
守

護
代
が
多
く
使
節
の
一
方
を
担
い
、
も
う
一
方
も
対
象
地
に
地
縁
を

有
し
、
且
つ
一
定
以
上
の
勢
力
を
持
ち
得
た
と
推
測
で
き
る
御
家
人

が
多
い
こ
と（

（5
（

を
考
え
る
と
、
六
波
羅
探
題
は
あ
く
ま
で
も
使
節
個
人

の
勢
力
に
期
待
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
度
重
な
る
悪
党
訴
訟
の
一

つ
一
つ
に
十
分
に
対
処
す
る
能
力
（
軍
勢
・
経
済
力
な
ど
）
を
保
有

し
て
い
な
い
こ
と
を
、
六
波
羅
探
題
は
自
覚
し
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
本
所
か
ら
の
度
重
な
る
訴
え
を
受
け
て
、
六
波
羅
探
題

は
衾
御
教
書
に
「
毎
度
雖
不
被
仰
下
、
及
狼
籍
者
、
馳
向
其
庭
、
相

鎮
之
、
召
捕
其
身（

（5
（

」
と
記
す
よ
う
な
る
。
こ
れ
は
、
使
節
に
対
し
て

の
強
権
付
与
と
し
て
六
波
羅
探
題
の
悪
党
召
し
捕
り
へ
の
積
極
性
と
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第
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九
号

七
四

評
価
さ
れ
て
い
る（

（5
（

が
、
一
方
で
は
使
節
任
せ
で
あ
る
と
も
と
れ
ま
い

か
。
使
節
個
人
の
力
に
多
く
を
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
あ
り
、

そ
れ
を
六
波
羅
探
題
も
自
覚
し
て
い
た
か
ら
、
衾
御
教
書
に
「
若
為

使
節
、
猶
有
緩
怠
之
儀
者
、
守
関
東
御
事
書
、
可
有
其
沙
汰
也（

（5
（

」
な

ど
と
記
し
て
お
き
な
が
ら
、
召
し
捕
り
が
成
功
し
な
い
で
い
て
も
使

節
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（5
（

。

　

た
だ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
勢
に
無
勢
状
態
の
使
節
に
と
っ
て
は

苦
し
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

２　

悪
党
召
し
捕
り
の
恩
賞

　

悪
党
召
し
捕
り
は
、
同
じ
く
六
波
羅
探
題
か
ら
派
遣
さ
れ
る
訴
訟

使
節
と
は
異
な
り
、
任
務
遂
行
後
は
幕
府
か
ら
恩
賞
が
与
え
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る（

（5
（

。
先
に
み
た
高
野
山
領
悪
党
事
件
に
そ
の
詳
細
が
み
え

る
た
め
、
確
認
し
て
い
こ
う
。

　
【
史
料
⑧
】
に
よ
っ
て
、
富
樫
介
入
道
定
照
（
家
春
）
は
三
毛
六
郎

入
道
心
浄
跡
の
三
毛
庄
公
文
職
・
地
頭
職
・
荒
川
庄
公
文
職
知
行
分
や
、

三
毛
七
郎
左
衛
門
尉
跡
の
三
毛
庄
知
行
分
を
与
え
ら
れ
、
関
蔵
人
頼

成
は
、
貴
志
次
郎
入
道
信
正
跡
の
真
国
庄
志
賀
村
下
司
・
公
文
職
知

行
分
を
、
そ
し
て
俣
野
八
郎
入
道
寂
一
は
、
調
月
孫
三
郎
跡
の
調
月

庄
下
司
・
公
文
職
知
行
分
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

　

以
上
の
富
樫
・
関
・
俣
野
の
三
名
分
が
、
高
野
合
戦
に
参
加
し
て

得
た
恩
賞
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が（

（5
（

、
富
樫
定
照
が
対
象
地
を

安
堵
さ
れ
た
永
仁
四
（
一
二
九
六
）
年
十
月
二
十
六
日
付
け
関
東
下

知
状
に
、「
度
々
召
取
悪
党
張
本
之
賞（

（5
（

」
に
よ
っ
て
宛
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
恩
賞
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　

し
か
し
、永
仁
四
年
に
与
え
ら
れ
た
恩
賞
は
、徳
治
二
（
一
三
〇
七
）

年
八
月
の
段
階
で
、
召
し
捕
ら
れ
た
は
ず
の
三
毛
心
浄
・
盛
氏
兄
弟
、

貴
志
信
正
の
子
息
、
調
月
孫
三
郎
に
返
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

こ
れ
ら
が
返
給
さ
れ
た
時
期
は
、
嘉
元
三
（
一
三
〇
五
）
年
で
あ
る

こ
と
が
同
年
閏
十
二
月
二
十
三
日
付
け
関
東
下
知
状
に
、「
三
毛
七
郎

左
衛
門
尉
盛
氏
跡
替（

（5
（

」
と
し
て
新
た
な
所
領
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
判
明
す
る
。
お
そ
ら
く
関
・
俣
野
に
も
替
地
が
与
え
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
悪
党
事
件
か
ら
十
年
経
っ
て
、
荒
川
庄
沙
汰
人
等
は

赦
免
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
毛
等
の
赦
免
は
、
そ
の
行
動
が
（
最

終
的
に
は
制
御
で
き
な
く
な
る
が
）
本
来
金
剛
峯
寺
の
意
向
を
受
け

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
等
が
御
家
人
で
あ
っ
た
こ
と
が

理
由
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

と
も
か
く
も
、
悪
党
召
し
捕
り
で
得
た
恩
賞
地
は
、
替
地
を
与
え

ら
れ
る
と
は
い
え
、
悪
党
の
赦
免
を
以
て
手
放
す
必
要
が
あ
る
と
い

う
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
恩
賞
地
を
得
て

も
捕
縛
を
逃
れ
た
一
族
等
の
乱
入
に
遭
っ
た
り（

（6
（

、
替
地
を
与
え
ら
れ
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悪
党
召
し
捕
り
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
本
間
）

七
五

て
も
そ
の
先
で
領
有
権
争
い
が
起
こ
っ
た
り（

（6
（

と
、
そ
の
経
営
は
非
常

に
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

悪
党
召
し
捕
り
は
使
節
に
と
っ
て
、
そ
の
生
命
や
経
済
力
を
捧
げ

る
過
酷
な
任
務
で
あ
る
一
方
、
成
功
し
な
け
れ
ば
恩
賞
を
得
る
こ
と

も
で
き
ず
、
ま
た
、
成
功
し
恩
賞
を
得
た
と
し
て
も
、
そ
の
経
営
は

非
常
に
不
安
定
で
あ
っ
た
。
払
う
犠
牲
に
対
価
が
見
合
わ
な
い
と
い

う
極
め
て
難
し
い
任
務
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
六
波
羅
探
題

自
身
も
十
分
に
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

　

悪
党
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
常
に
存
在
し
、
幕

府
の
取
り
締
ま
り
対
象
で
あ
っ
た
。
承
久
の
乱
後
、
し
ば
ら
く
は
幕

府
と
朝
廷
と
の
相
互
協
力
関
係
の
許
に
悪
党
召
し
捕
り
は
行
わ
れ
、

正
嘉
以
降
の
悪
党
蜂
起
の
激
発
化
で
、
本
所
の
自
力
で
の
紛
争
解
決

能
力
が
限
界
に
達
す
る
と
、
幕
府
と
朝
廷
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
崩

れ
、
幕
府
依
存
の
度
合
い
が
強
く
な
る
。

　

後
嵯
峨
上
皇
期
に
狼
藉
事
件
に
お
け
る
六
波
羅
探
題
の
本
所
一
円

地
へ
の
関
与
が
公
に
認
め
ら
れ
、
や
が
て
、
本
所
の
態
度
も
武
家
の

関
与
を
積
極
的
に
求
め
る
も
の
へ
と
変
化
し
た
。
し
か
し
、
本
所
一

円
地
へ
は
で
き
る
限
り
関
与
を
避
け
る
、
と
い
う
鎌
倉
幕
府
成
立
以

来
の
原
則
に
従
い
、
六
波
羅
探
題
は
本
所
一
円
地
へ
の
関
与
を
逡
巡

し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
六
波
羅
探
題
を
動
か
す
媒
介
者
と
し

て
、治
天
と
幕
府
が
求
め
ら
れ
、彼
等
の
発
給
す
る
「
違
勅
院
宣
」
か
、

も
し
く
は
「
関
東
御
事
書
」「
関
東
御
教
書
」
か
の
い
ず
れ
か
が
必
要

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
お
、
六
波
羅
探
題
は
本
所
一
円
地
へ
の
関
与

を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
悪
党
訴
訟
の
激
発
に
よ
る
処
理

能
力
の
限
界
、
悪
党
召
し
捕
り
の
過
酷
さ
、
恩
賞
の
不
安
定
さ
、
な

ど
に
よ
る
た
め
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
、
六
波
羅
探
題
を
促
す
媒
介
者
が
治
天
も
し
く
は
幕
府
で

あ
る
こ
と
に
何
ら
か
の
差
違
が
あ
る
の
か
、
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し

て
拙
い
考
察
を
終
え
た
い
。

　
【
史
料
⑨
】
関
東
下
知
状
案（

（6
（

富
樫
介　

法

（
家
春
）

師
今法

名
定
照

者
死
去
、 、

子
息
次（

泰
明
）郎

伊
勢
国
飯
野
・
多
気
・
三
重
・
安
濃
・
奄
・

（
芸
脱
ヵ
）員

弁
郡
々
地
頭

職
事

右
、
郡
々
者
本
所
一
円
地
也
、
而
彼
土
民
等
背　

勅
裁
、
及
敵
対

之
間
、
為
絶
彼
狼
藉
、
可
被
補
地
頭
之
旨
、
本
所
就
被
望
申
、
以

定
照
被
補
地
頭
畢
、
仍
守
御
下
文
、
可
沙
汰
付
于
定
照
之
旨
、
被

仰
小
串
六
郎
行
郷
・
佐
竹
四
郎
五
郎
入
道
義
念
畢
、
爰
如
六
波
羅

執
進
行
郷
・
義
念
正
和
五
年
九
月
廿
五
日
請
文
者
、
構
城
槨
、
不

入
立
使
者
云
々
、
於
彼
輩
者
、
就
雑
掌
訴
、
既
被
処
流
刑
了
、
至
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第
七
十
九
号

七
六

地
頭
職
者
、可
沙
汰
付
于
定
照
跡
也
者
、依
鎌
倉
殿
仰
、下
知
如
件
、

　
　

元
応
二
年
十
二
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相（
北
条
高
時
）

模
守
平
朝
臣
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前（
金
沢
貞
顕
）

武
蔵
守
平
朝
臣
在
判

　
【
史
料
⑨
】
に
よ
れ
ば
、富
樫
定
照
が
得
た
伊
勢
国
内
の
地
頭
職
は
、

本
来
本
所
一
円
地
で
あ
っ
た
も
の
を
、
狼
藉
鎮
圧
（
お
そ
ら
く
悪
党

召
し
捕
り
）
の
功
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

ま
た
、狼
藉
鎮
圧
の
た
め
に
地
頭
を
置
く
こ
と
が
本
所
の
希
望
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
判
る
。【
史
料
⑨
】
だ
け
で
は
、
狼
藉
鎮
圧
を
目
的

と
す
る
と
は
い
え
、
本
所
が
地
頭
職
を
置
く
こ
と
を
希
望
す
る
と
は

俄
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
し
、
幕
府
の
発
言
が
真
実
か
ど
う
か
も
疑
わ

し
い
が
、
山
城
国
賀
茂
庄
悪
党
事
件
で
も
そ
の
訴
状
に
「
所
詮
、
被

召
出
彼
右
衛
門
入
道
以
下
之
悪
党
人
、
□
□
被
処
禁
獄
流
罪
之
重
科

之
日
、彼
等
若
不
応
召
者
、欲
被
居
地
頭
於
彼
所（

（6
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
所
方
か
ら
地
頭
の
設
置
を
望
む
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
賀
茂
庄
悪
党
事
件
で
の
媒
介
者
が
や
は
り
幕
府
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
本
所
が
媒
介
者
に
幕
府
を
選
ぶ
と
い
う
事
は
、
本

所
一
円
地
へ
の
地
頭
職
設
置
の
容
認
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
ま
た
、
同
じ
く
幕
府
を
媒
介
者
と
し
た
高
野
山
領
の
事
例
で
も
、

本
所
一
円
地
所
領
に
給
人
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
御
家
人
が
入
り
込

ん
で
い
る（

（6
（

こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

治
天
を
媒
介
者
と
し
た
悪
党
召
し
捕
り
の
恩
賞
の
詳
細
を
知
る
こ

と
は
、
史
料
的
制
約
か
ら
難
し
い
が
、
富
樫
定
照
が
「
依
熊
野
悪
党

合
戦
使
節（

（6
（

」
り
伯
耆
国
野
津
郷
気
徳
村
地
頭
職
を
得
て
い
る
こ
と
が

み
え
、
召
し
捕
り
の
対
象
地
外
か
ら
恩
賞
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
治
天
を
媒
介
者
と
し
た
場
合
に
は
、
恩
賞
は
本
所
一
円
地

外
か
ら
与
え
ら
れ
る
と
推
測
で
き
ま
い
か
。

　

本
所
が
媒
介
者
に
治
天
で
は
な
く
、
幕
府
を
選
ん
だ
理
由
を
明
確

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
（
或
い
は
、
一
円
地
へ
の
御
家
人
の
介

入
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
悪
党
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
、
幕
府
を
通
し
た
方
が
六
波
羅
探
題

の
行
動
が
よ
り
確
実
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
）、
幕
府

を
媒
介
者
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
所
一
円
地
へ
の
御
家
人
の
進

入
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
結
果
が
待
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
１
）		

近
藤
成
一
「
悪
党
召
し
捕
り
の
構
造
」（
永
原
慶
二
編
『
中
世
の
発

見
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）。

（
２
）		
治
天
の
君
が
天
皇
で
あ
れ
ば
綸
旨
、
上
皇
で
あ
れ
ば
院
宣
が
発
給

さ
れ
る
。
悪
党
関
係
史
料
上
に
院
宣
の
方
が
多
く
み
え
る
こ
と
か
ら
、
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悪
党
召
し
捕
り
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
本
間
）

七
七

本
稿
で
は
、
六
波
羅
探
題
を
悪
党
召
し
捕
り
に
促
す
た
め
に
発
給
さ

れ
る
治
天
の
発
給
文
書
に
つ
い
て
、
便
宜
上
「
違
勅
院
宣
」
に
統
一

し
て
記
す
。

（
３
）		
前
掲
註
（
１
）
近
藤
氏
論
文
。

（
４
）		

山
陰
加
春
夫
「『
高
野
合
戦
』
攷
」（
同
氏
『
中
世
寺
院
と
「
悪
党
」』

清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
５
）		

前
掲
註
（
１
）
近
藤
氏
論
文
。

（
６
）		

「
大
和
春
日
神
社
文
書
」（『
鎌
倉
遺
文
』
三
六
五
八
号
。
以
下
、『
鎌
』

と
略
記
す
る
）。

（
７
）		

「
大
和
春
日
神
社
文
書
」（『
鎌
』
三
六
六
三
号
）。

（
８
）		

「
大
和
春
日
神
社
文
書
」（『
鎌
』
三
六
六
八
号
）。

（
９
）		

「
大
和
春
日
神
社
文
書
」（『
鎌
』
三
六
五
四
号
）。

（
10
）		

正
嘉
の
飢
饉
の
概
要
に
つ
い
て
は
佐
藤
和
彦
「
戦
乱
・
災
害
と

民
衆
生
活
」（
同
氏
『
南
北
朝
内
乱
史
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
九
年
。
初
出
は
一
九
七
五
年
）に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と「
正

嘉
元
年
（
一
二
五
九
）
に
は
、
加
賀
法
印
定
清
の
祈
雨
、
若
宮
別
当

僧
正
な
ど
の
祈
雨
法
の
修
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
災
旱
が
続
き
、
七

月
十
三
日
に
は
寛
喜
の
例
に
な
ら
っ
て
天
下
豊
稔
を
祈
祷
す
る
「
風

伯
祭
」
も
行
わ
れ
た
が
効
果
な
く
（『
吾
妻
鏡
』）、
翌
年
に
な
る
と
六

月
に
は
異
常
な
寒
さ
が
お
と
ず
れ
、
八
月
に
は
大
暴
風
雨
が
、
九
月
・

十
月
に
は
大
風
と
洪
水
が
続
き
、
屋
宅
は
流
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が

溺
死
し
た
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
九
月
に
は
諸
国
に
群
盗
が
蜂
起
し
、

社
会
不
安
が
増
大
し
た
。
こ
の
た
め
五
穀
は
熟
さ
ず
、
翌
々
正
嘉
三

年
に
か
け
て
、
餓
死
者
そ
の
数
を
知
ら
ず
と
い
う
大
飢
饉
と
な
っ
た

の
で
あ
る
『
暦
仁
以
来
年
代
記
』）」
と
あ
る
。

（
11
）		

追
加
法
三
一
九
条
「
出
羽
陸
奥
夜
討
強
盗
事
」（
佐
藤
進
一
・
池

内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料
集
第
一
巻
鎌
倉
幕
府
法
』（
岩
波
書
店
、

一
九
五
五
年
。
以
下
、「
追
加
法
三
一
九
条
」
の
よ
う
に
記
す
）。

（
12
）		

追
加
法
三
二
〇
条
「
国
々
悪
党
警
固
事
」。

（
13
）		

前
掲
註（
11
）追
加
法
三
一
九
条
や
前
掲
註（
12
）追
加
法
三
二
〇
条
。

（
14
）		

西
田
友
広
『
鎌
倉
幕
府
の
検
断
と
国
制
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
15
）		

前
掲
註
（
14
）
西
田
氏
論
文
。

（
16
）		

前
掲
註
（
１
）
近
藤
氏
論
文
。

（
17
）		

「
東
寺
百
合
文
書
と
函
」（『
鎌
』
一
八
七
九
四
号
）。

（
18
）		

「
東
寺
百
合
文
書
ネ
函
」。
こ
の
史
料
は
『
中
世
法
制
史
料
集
第
一

巻
鎌
倉
幕
府
法
』
第
三
部
参
考
資
料
第
二
九
条
「
本
所
敵
対
輩
事
」

と
し
て
採
用
さ
れ
、
一
部
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）		

【
史
料
④
】
と
【
史
料
⑤
】
は
、
同
じ
く
大
和
国
平
野
殿
庄
を
舞
台

と
し
た
事
件
だ
が
、
全
く
別
の
訴
訟
案
件
で
あ
る
。

（
20
）		

森
茂
暁
「
鎌
倉
後
期
に
お
け
る
公
家
訴
訟
制
度
の
展
開
」（『
時
野

谷
滋
博
士
還
暦
記
念
制
度
史
論
集
』
時
野
谷
滋
博
士
還
暦
記
念
制
度

史
論
集
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
。
後
に
補
訂
さ
れ
、
森
氏
『
鎌
倉
時

代
の
朝
幕
関
係
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
に
再
録
）。

（
21
）		

木
村
英
一
「
鎌
倉
後
期
多
武
峯
小
考
―
『
勘
仲
記
』
裏
文
書
に
み

え
る
一
相
論
か
ら
―｣

（
上
横
手
雅
敬
編
『
鎌
倉
時
代
の
権
力
と
制
度
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
22
）		

「
大
宮
文
書
」（『
鎌
』
二
一
二
六
三
号
）。
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七
八

（
23
）		

『
勘
仲
記
』「
弘
安
六
年
一
〇
・
一
一
月
巻
裏
文
書
」（『
鎌
』

一
三
六
四
八
号
）。
な
お
、【
史
料
⑥
】
は
木
村
氏
の
校
訂
に
従
う
。

（
24
）		
「
東
大
寺
文
書
四
ノ
三
」（『
鎌
』
三
〇
四
二
〇
号
）。

（
25
）		
前
掲
註
（
21
）
木
村
氏
論
文
。

（
26
）		

「
近
衛
家
文
書
」（『
兵
庫
県
史
史
料
編
中
世
八
』「
県
外
所
在
文
書

Ⅳ
近
衛
家
文
書
一
八
」）。

（
27
）		

追
加
法
四
四
五
条
「
国
々
狼
藉
事
」。

（
28
）		

「
東
大
寺
文
書
」（
東
大
寺
図
書
館
架
蔵
一
―
一
―
二
二
）
東
大
寺

衆
徒
等
申
状
等
案
（『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
八
東
大
寺
文
書
之

十
』
六
三
）。

（
29
）		

「
高
野
山
文
書
」（
又
続
宝
簡
集
）「
阿
氐
河
庄
地
頭
披
陳
条
并
頼
聖

具
書
案
」（『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
一
高
野
山
文
書
之
六
』
七
八

―
一
三
九
四
）
に
「
高
野
合
戦
」
と
の
表
現
が
見
え
る
。
ま
た
、
海

津
一
朗
「
永
仁
の
『
紀
州
御
合
戦
』
考
」（
佐
藤
和
彦
先
生
退
官
記
念

論
文
集
刊
行
委
員
会
編
『
相
剋
の
中
世
―
佐
藤
和
彦
先
生
退
官
記
念

論
文
集
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
丹

生
文
書
」
中
の
永
仁
二
年
四
月
廿
日
付
け
関
東
御
教
書
案
写
の
追
書

に
「
紀
州
御
合
戦
」
と
み
え
る
。
な
お
、「
阿
氐
河
庄
地
頭
披
陳
条
」

は
『
鎌
』
二
三
〇
三
七
号
と
し
て
収
め
ら
れ
、「
頼
聖
具
書
案
」
は
三

毛
庄
の
部
分
の
み
『
鎌
』
二
八
八
五
号
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
「
丹
生
文
書
」
中
の
「
関
東
御
教
書
案
写
」
は
、
追
書
部
分
の

な
い
も
の
が
『
鎌
』
一
八
五
二
六
号
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
30
）		

前
掲
註
（
４
）
山
陰
氏
論
文
。

（
31
）		

「
金
剛
峯
寺
文
書
」（『
鎌
』
一
七
七
〇
九
号
）
正
応
四
年
九
月
日
付

け
法
心
申
状
案
中
に
「
高
野
山
悪
僧
并
荒
川
庄
沙
汰
人
心
浄
等
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
金
剛
峯
寺
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

（
32
）		

前
掲
註
（
４
）
山
陰
氏
論
文
、『
和
歌
山
県
史
』
等
の
先
行
研
究
で

は
そ
の
よ
う
に
推
測
し
て
お
り
、
本
稿
も
そ
れ
に
従
う
。

（
33
）		

前
掲
註
（
29
）。
な
お
、
文
書
中
の
符
号
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

（
34
）		

「
金
剛
峯
寺
文
書
」
正
応
四
年
九
月
日
付
け
法
心
申
状
案
（『
鎌
』

一
七
七
〇
八
号
）。
朝
廷
へ
提
出
さ
れ
た
申
状
案
。
同
日
付
で
あ
る
前

掲
註
（
31
）
は
六
波
羅
探
題
へ
提
出
さ
れ
た
申
状
案
で
あ
る
。

（
35
）		

「
金
剛
峯
寺
文
書
」
正
応
四
年
十
一
月
日
付
け
紀
伊
高
野
山
衆
徒
等

申
状
案
（『
鎌
』
一
七
七
六
四
号
）。
伏
見
天
皇
は
当
初
、
天
台
座
主

慈
助
法
親
王
の
令
旨
を
受
け
た
為
時
方
の
訴
え
を
聞
き
入
れ
て
い
た

様
子
が
あ
り
、
金
剛
峯
寺
方
へ
悪
党
事
件
に
関
し
て
の
綸
旨
を
下
し

た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。

（
36
）		

「
東
大
寺
文
書
」（
一
―
二
二
―
三
）
年
不
詳
（
お
そ
ら
く
正
応
二

年
か
三
年
）
四
月
十
日
付
法
眼
栄
深
書
状
案
（『
加
茂
町
史
第
五
巻
資

料
編
二
』
正
応
二
年
）。

（
37
）		

「
東
大
寺
文
書
」（
一
―
二
二
―
三
）
年
不
詳
（
お
そ
ら
く
正
応
二

年
か
三
年
）
四
月
十
一
日
付
聖
護
院
宮
令
旨
案
（『
加
茂
町
史
第
五
巻

資
料
編
二
』
正
応
二
年
）。
な
お
、
本
文
書
は
前
掲
註
（
36
）
及
び
正

応
二
年
三
月
十
日
付
け
六
波
羅
探
題
連
署
書
状
案
と
と
も
に
一
紙
を

成
し
て
い
る
。

（
38
）		
「
大
和
唐
招
提
寺
蔵
東
大
寺
文
書
」
正
応
三
年
一
二
月
一
一
日
付
け

六
波
羅
御
教
書
案
（『
鎌
』
二
五
三
七
三
号
）・「
東
大
寺
文
書
」
正
応

四
年
十
月
十
一
日
付
け
六
波
羅
御
教
書
案
（『
鎌
』
二
五
六
三
六
号
）
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悪
党
召
し
捕
り
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
本
間
）

七
九

な
ど
。

（
39
）		

前
掲
註
（
１
）
近
藤
氏
論
文
。

（
40
）		
「
東
大
寺
文
書
」（
東
大
寺
図
書
館
架
蔵
一
―
一
―
一
六
）
正
安
二

年
四
月
日
付
け
東
大
寺
衆
徒
等
重
申
状
土
代
（『
鎌
』
二
〇
四
二
八

号
）
が
二
度
目
の
訴
状
で
あ
り
（
初
度
の
訴
状
は
現
存
せ
ず
）、「
東

大
寺
文
書
」
嘉
暦
三
年
十
月
日
付
け
東
大
寺
衆
徒
等
申
状
土
代
（『
鎌
』

三
〇
四
二
四
号
）・「
東
大
寺
文
書
」
年
不
詳
（
嘉
暦
三
年
ヵ
）
十
月

十
四
日
付
け
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案
（『
鎌
』
三
〇
四
二
〇
号
）
な
ど
で

覚
舜
等
が
配
流
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
判
る
。

（
41
）		

「
東
大
寺
文
書
」（
東
大
寺
図
書
館
架
蔵
一
―
一
―
二
〇
）（『
大
日

本
古
文
書
家
わ
け
第
十
八
東
大
寺
文
書
之
十
』
八
四
）。

（
42
）		

前
掲
註
（
１
）
近
藤
氏
論
文
。
前
掲
註
（
41
）
東
大
寺
衆
徒
重

申
状
土
代
で
は
正
応
四
年
十
二
月
十
二
日
付
け
・
正
安
二
年
八
月

二
十
五
日
付
け
の
何
れ
も
「
院
宣
」
と
す
る
が
、
前
掲
註
（
40
）
正

安
二
年
四
月
日
付
け
東
大
寺
衆
徒
等
重
申
状
案
で
は
正
応
四
年
十
二

月
十
二
日
付
け
文
書
は
「
綸
旨
」
と
さ
て
い
る
。
正
応
四
年
は
伏
見

天
皇
親
政
期
で
あ
っ
た
の
で
、
近
藤
氏
の
指
摘
通
り
、
正
応
四
年
は

綸
旨
、
正
安
二
年
は
院
宣
と
す
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

（
43
）		

前
掲
註
（
１
）
近
藤
氏
論
文
。

（
44
）		

「
田
代
文
書
」
元
徳
二
年
十
月
二
十
五
日
付
け
六
波
羅
御
教
書
案

（『
鎌
』
三
一
二
四
八
号
）
や
「
近
衛
家
文
書
」
元
徳
二
年
三
月
二
十

日
付
け
六
波
羅
御
教
書
（『
図
書
寮
叢
書
近
衛
家
文
書
六
』
一
七
五
〇

号
）
な
ど
。

（
45
）		

前
掲
註（
38
）正
応
四
年
十
月
十
一
日
付
け
六
波
羅
御
教
書
案
な
ど
。

（
46
）		

丹
波
国
宮
田
庄
の
悪
党
事
件
に
つ
い
て
は
、
櫻
井
彦
『
悪
党
と
地

域
社
会
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
し
い
。

（
47
）		

「
大
和
唐
招
提
寺
蔵
東
大
寺
文
書
」
正
和
三
年
七
月
二
十
五
日
付
け

春
近
康
朝
請
文
案
（『
鎌
』
二
五
一
八
四
号
）
な
ど
。

（
48
）		

前
掲
註
（
45
）
や
「
近
衛
家
文
書
」
元
徳
三
年
二
月
二
十
四
日
付

け
六
波
羅
御
教
書
（『
図
書
寮
叢
書
近
衛
家
文
書
六
』
一
七
五
二
号
）・

前
掲
註
（
44
）「
田
代
文
書
」
な
ど
。

（
49
）		

「
東
大
寺
文
書
」
正
和
五
年
七
月
十
三
日
付
け
六
波
羅
御
教
書
案

（『
鎌
』
二
五
八
八
九
号
）
な
ど
。

（
50
）		

「
田
代
文
書
」元
徳
二
年
十
二
月
十
六
日
付
け
源
秀
清
請
文
案（『
鎌
』

三
一
三
一
三
号
）。

（
51
）		

拙
稿
「
鎌
倉
幕
府
派
遣
使
節
に
つ
い
て
―
六
波
羅
探
題
使
節
を
中

心
に
―
」（『
法
政
史
学
』
第
六
十
九
号
、
二
〇
〇
七
年
）。
訴
訟
に
際

し
て
派
遣
さ
れ
る
使
節
に
は
、
対
象
国
に
地
縁
が
あ
る
者
が
選
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
悪
党
事
件
に
つ
い
て
は
他
の
訴
訟
使

節
以
上
に
、特
定
の
人
物
（
家
）
が
選
出
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
る
。『
峯

相
記
』
に
も
悪
党
鎮
圧
の
使
節
に
「
有
名
ノ
仁
ヲ
兩
使
ニ
定
」
め
と

あ
る
こ
と
も
、
徴
証
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
52
）		

「
東
寺
百
合
文
書
ぬ
函
」
嘉
暦
二
年
八
月
五
日
付
六
波
羅
御
教
書
案

（『
鎌
』
二
九
九
一
五
号
）
な
ど
。

（
53
）		

外
岡
慎
一
郎
「
鎌
倉
末
～
南
北
朝
期
の
守
護
と
国
人
―
『
六
波
羅

―
両
使
制
』
再
論
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
三
三
、一
九
九
一
年
）、

同
「
使
節
遵
行
に
関
す
る
覚
書
」（『
敦
賀
論
叢
』
七
、一
九
九
二
年
）、

同
「
使
節
遵
行
と
在
地
社
会
」（『
歴
史
学
研
究
』
六
九
〇
、一
九
九
六
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

八
〇

年
）
な
ど
。

（
54
）		

「
東
寺
百
合
文
書
ぬ
函
」
元
亨
四
年
十
一
月
二
日
付
六
波
羅
御
教
書

案
（『
鎌
』
二
八
八
六
三
号
）
な
ど
。

（
55
）		
罰
則
文
言
が
付
け
加
え
ら
れ
て
以
降
も
、
召
し
捕
り
が
成
功
せ
ず

と
も
使
節
が
処
罰
さ
れ
た
形
跡
は
み
ら
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
派
遣
さ
れ

続
け
て
い
る
。

（
56
）		

前
掲
註
（
51
）
拙
稿
お
よ
び
前
掲
註
（
29
）
な
ど
。

（
57
）		

山
陰
氏
を
は
じ
め
先
行
研
究
は
、
こ
の
三
名
を
合
戦
に
参
加
し
て

い
た
と
す
る
が
、
富
樫
が
恩
賞
を
与
え
ら
れ
た
理
由
は
「
度
々
召
取

悪
党
張
本
之
賞
」
で
あ
り
、
高
野
合
戦
へ
の
参
加
が
確
実
で
あ
っ
た

と
は
言
い
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
富
樫
が
同
案
件
の
他
に

も
悪
党
召
し
捕
り
・
狼
藉
鎮
圧
の
功
で
恩
賞
を
得
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
、
か
つ
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
媒
介
者
の
違
い
か
ら
、
与

え
ら
れ
る
恩
賞
地
の
性
質
が
異
な
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、

別
案
件
の
功
に
よ
っ
て
今
回
の
高
野
山
領
を
恩
賞
地
と
し
て
与
え
ら

れ
た
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
58
）		

「
大
阪
四
天
王
寺
蔵
如
意
宝
珠
御
修
法
日
記
裏
文
書
」
永
仁
四
年
十

月
二
十
六
日
付
け
関
東
下
知
状
案
（『
鎌
』
一
九
一
六
九
号
）。

（
59
）		

「
大
阪
四
天
王
寺
所
蔵
如
意
宝
珠
御
修
法
日
記
裏
文
書
」（『
鎌
』

二
二
四
八
〇
号
）。

（
60
）		

「
大
阪
四
天
王
寺
所
蔵
如
意
宝
珠
御
修
法
日
記
裏
文
書
」
永
仁
五
年

正
月
二
十
日
付
け
六
波
羅
御
教
書
案
（『
鎌
』
一
九
二
五
八
号
）。

（
61
）		

「
大
阪
四
天
王
寺
所
蔵
如
意
宝
珠
御
修
法
日
記
裏
文
書
」
文
保
元
年

七
月
五
日
付
け
六
波
羅
施
行
状
写
（『
鎌
』
二
六
二
二
五
号
）。

（
62
）		

「
大
阪
四
天
王
寺
所
蔵
如
意
宝
珠
御
修
法
日
記
裏
文
書
」
元
応
二
年

十
二
月
七
日
付
け
関
東
下
知
状
案
（『
鎌
』
二
七
六
五
二
号
）。

（
63
）		

「
東
大
寺
文
書
」（
東
大
寺
図
書
館
架
蔵
一
―
一
―
二
七
）
永
仁

五
年
（
三
月
十
五
日
）
付
け
東
大
寺
衆
徒
等
重
申
状
土
代
（『
鎌
』

一
九
三
一
一
号
）。

（
64
）		

「
御
池
坊
文
書
」
永
仁
六
年
八
月
十
日
付
け
関
東
下
知
状
案
（『
鎌
』

一
九
七
六
四
号
）。

（
65
）		

「
大
阪
四
天
王
寺
所
蔵
如
意
宝
珠
御
修
法
日
記
裏
文
書
」
正
和
元
年

九
月
十
日
付
け
関
東
下
知
状
案
（『
鎌
』
二
四
六
五
四
号
）。
先
行
研

究
で
は
本
文
書
で
の
恩
賞
の
根
拠
も
永
仁
の
高
野
合
戦
で
あ
ろ
う
か

と
推
測
し
て
い
る
が
、
本
文
書
は
「
熊
野
悪
党
合
戦
」
と
あ
り
、
高

野
合
戦
と
同
じ
対
象
地
と
み
な
す
こ
と
は
難
し
い
。
永
仁
の
高
野
合

戦
と
は
別
案
件
で
あ
ろ
う
。

［
付
記
］
本
稿
の
成
稿
に
あ
た
り
、
河
内
祥
輔
先
生
に
御
指
導
を
賜
り
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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